
平成３１年度  事業実施計画書（モデル的事業） 

 

団体名：清見町まちづくり協議会 

１．モデル的事業名 地域防災対応促進事業 

２．事 業 名 清見地区防災対応促進事業 

３．目  的 

近年、立て続けに甚大な災害に見舞われ、橋の流失、床上浸水、田畑への

流入、集落の孤立、避難生活などが発生している。 

地域の懇談会や市長と語る会などでも、防災環境の整備、住民の防災意識

向上、防災の取り組みに向けた体制整備など、地域事情を考慮した防災の取

り組みが課題となっているため、防災環境の整備と地域住民の防災意識向上

を図る。 

４．事業内容 

①防災環境の整備 

・整備が必要な防災資材の検討。 

・防災訓練メニューの検討 

・自主防災組織を中心とした防災環境の整備に取り組む。 

・防災機器の使用（活用）マニュアルの作成。 

・全町内会に防災備品として無線機を設置。 

・全町内会を対象とした講習会を行う。 

・地域内での無線機の交信範囲を確認、可視化する。 

②地域住民の防災意識の向上に向けた取り組み 

・検討された訓練メニューを基に、各町内会で防災訓練を企画して実施する。 

・複数の町内間での連携訓練（清見地域内無線訓練）の実施。 

・訓練結果を取りまとめ、訓練方法の見直しにつなげる。 

・講演会等実施。 

５．効果見込 

有事の際に対応ができるよう体制整備と必要最低限の防災機器等を備える

ことにより町内住民も安心して避難できるとともに、防災活動に取り組む事

ができる。 

自助、共助の取り組みを進め、町内会単位の防災の取り組みから、複数の

町内会など地域内の防災体制を整えていくことができる。 

 

  



平成 31年度 事業スケジュール 

月 日 項 目 事業内容（対象・方法等） 摘 要 

6月～ 

・防災備品の購入配備 

・防災機器の活用マニ

ュアルの作成 

・無線機等の防災機器を購入し各町

内会へ配備。 

・地域住民に向けた防災機器活用マ

ニュアルの作成 

・防災体制の見直し 

・意識の向上に向けた取り組み 

（どんな手段でやっていくのか検討） 

 

7月～ 

・各地区講習会及び確

認等 

・防災講演会の開催 

・町内単位で、住民を対象とした備品 

の使用講習会の実施 

・無線機の電波範囲の確認と、発電機

の使用容量の確認 

・全町民対象の防災講演会の開催 

 

9月～ ・防災訓練を実施 

・訓練メニューによる各町内単位で

の防災訓練の実施 

・無線交信及び発電機等を使用した

訓練を付加 

 

10月～ 

・訓練等の実施の反省

と今後の課題等の検

討 

・訓練内容の反省と見直し 

・防災体制の検証と見直し 

・防災機器活用マニュアルの検証と

見直し 

 

1月～ 

・新年度の防災意識向

上に向けた取り組み

と訓練方法の検討 

・防災に対する課題の把握と来年度

に向けた検討 

・課題を踏まえた訓練方法と、必要な

防災機器についての検討 

 

 

 

  



平成３１年度 清見町まちづくり協議会 収支予算書（モデル的事業） 

清見地区防災対応促進事業 

 

【収 入】  単位：円 

区  分 予算額 内  訳 

市補助金 660,000 協働のまちづくり支援金(モデル的事業) 

   

   

合  計 660,000  

 

 

 

 

【支 出】   単位：円 

事業・科目 予算額 
 

内  訳 
支援金充当額 

事業費 660,000 660,000  

 需用費 110,000 110,000 食糧費(会議時お茶代)、印刷製本費 

 備品購入費 550,000 550,000 防災備品 

合  計 660,000 660,000  

 

 

 

防災備品内容 

各町内会 設置予定の防災備品単価                                                    単価：円 

備品名 単価 
必要 

個数 
金額 6 町内分 備  考 

デジタル無線機 28,000 3 台 84,000 550,000 <2.5W>デジタル無線機 

（3台ｾｯﾄ×6 町内会） 

      

      

合  計 28,000 3 台 84,000 550,000  

 

 

    


